
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宮 降 嫁 の 構 想 の 培 緒 が あ る と 論 じ ら れ た が 、
薫 物 の 方 の 伝 流 と い
う 視 座 か ら も 、
明 石 上 に よ っ て 合 せ ら れ た 窯 衣 香 が 、
女 三 宮 の 降
嫁 に よ る 六 条 院 世 界 の 凋 落 と 不 義 の 子 薫 の 誕 生 を ほ の め か す 、
悪
し き 予 兆 と し て 、
六 条 院 の 邸 内 に く ゆ る と い
う、
極 め て 象 徴 的 な
ド ラ マ を 読 み 取 る こ と が で き る 。
そ し て 、 「 百 歩 の 庶 衣 香 」 と い
う も の が 、
当 時 既 に 存 在 す る こ と の な か っ た 薫 物 で あ っ た と 思 わ
れ る と こ ろ に 、
作 者 紫 式 部 の 侵 れ た 物 語 る 能 力 を 感 じ る の で あ る 。
註 1




巻 二 十 七 に よ っ て 仏 ・ 菩 薩
の 身 に 具 足 す る 八 十 種 の 好 相 の う ち 毛 礼 か ら 香 気 を 出 す こ と 、
口 か ら
無 上 の 香 を 出 す こ と を 例 示 す る 。
堅 徳 太 子 に も 幼 時 異 香 が あ っ た と の






大 か た 人 身 に 、
おのづからのかうばしき香は、
な き 物 な る に 、
か
く い へ る は 、 作 り こ と め き た り 、
此物語は、
さ る あ や し き 、
つ く り 事
め き た る こ と は か » ず 、
み な 世 に あ る さ ま の 事
なるに、
此 事 の あ や し
きは、
い か な る こ と に か 」 （ 「 本 居 宣 長 全 梨 ] 第 七 巻 ・ 昭 和 2 年 1 月 10




二 四 四 頁 に 疑 問 の 一 が 、
二四七頁に疑問の二が





第 七 集 に 所 収 の 「 物 語 の 語 り
手
」
の 中 で 、
高 橋 亨 氏 は 「 そ の 道 心 の 心 高 さ は 、
絞 く 叙 述 に お い て は
「 香 の か う ば し さ 」 の 特 異 体 質 と し て 、 引 き 歌 の 美 文 に よ り 、
奇 妙 な





52 年 ） 『 日 本 の 美 術
j
第 二 七 六 号 「 香 道 具 」 （ 至 文 堂 ・ 昭 和 64 年 5 月 15
日 ） 、 「 源 氏 の 照 り J
( 尾 崎 左 永 子 ・ 求 龍 堂 ・ 昭 和 61 年 8 月 25 日 ） 、 「 源
氏 物 語 請 座 7
美 の 世 界
雅 ぴ の 継 承 」 （ 勉 誠 社 ・ 平 成 4 年 12 月 15 日 ）
等 を 参 考 に し た 。
．
註7
「 新 校 禁 昏 類 従 」 第 十 五 巻 （ 昭 和 4 年 7 月 15 日 ） 所 収 。 平 安 末 期 の
歌 人 ｛ 叔 迷 筆 。
註 8
例えば尾崎左永子氏は、「蕉集類抄」に戟る薫物の
名 手 達 の 中 に 、
滋野貞主から娘縄子へ｀
縄 子 か ら 息 子 八 条 式 部 卿 宮 へ の 伝 方 の 可 能 性
や 、
貞 主 の 血 を 引 く 滋 野 直 子 か ら 八 条 式 部 卿 宮 へ の 伝 方 の 可 能 性 を 論
じ て お ら れ る 。 「 源 氏 の 窯
り 」






従 来 の 準 拠 説 に よ れ ば 、
物 語 の 枠 組 み と し て の 時 代 背 棗 と し て 、
酸
醐 ・ 村 上 の 型 帝 時 代 が 想 定 さ れ て い る が 、
こ と 蕉 物 に 関 し て は 、
梅 枝
巻 の 薫 物 合 の 場 面 に 顕 著 な よ う に 、







註 6 参 照 。
註 12
「 源 氏 の 蕉 り 」
・ 六 三 頁 「 空 薫 物
」
に 詳 し い 。
•註13
，本文は「栄華物語全注釈（二）」（角川書店'•昭和46年5月10日）に
よ
っ
た。
註14
尾崎氏は「源氏の庶り」の中で「「薫衣香
j
はむLろ古いタイプで
あり、
唐直粕入の姿をとどめていたのだろうと思います。
しかし、
六
種の薫物のようにいわば芸術的な香りというか、
個人の香りとしての
高級指向をもつもの 比ぺると、
もっと生活的な、
巽族たちの誰もが
たくさん作ってたくさんつかったものだったのではないでしょうか。」
（一八0頁）とされるが、
今
f栄華物話」のこの記述を以て異論を唱
えたい。
註15
「薫集類抄
j
の「薫衣香」の部には、
八条式部孵宮（本康親王）の
名が見え、「承和百歩香」 名手に匹条大納言（源定）の名が見える。
註16
明石上が何故朱雀院の煎衣香、
それも公忠の工夫を懲らした煎衣香
の方を知っていたのか。疑問の残るところであるが、
承和という枠組
みを痙ねることで何等かの解答を得るこ が出来る ではないかと考えている。
やはり今後の課題としたい。
註17
「蕉集類抄」の「侍従」
・「黒方」の部にその名が見える。
註18
「花鳥余情」は、
紫上の父式部卿宮のモデルを八条式部孵とする。
註19
『源氏物語事典j（學燈社・昭和64年10月10日）所収「源氏物語
巻々事典」の「匂宮」の部（四七頁）に詳しい
註20
蕉に継承される蕉衣香の流れに対して、
紫上から匂宮に受け継がれ
る、
梅花の流れの在ることは、
既に諸氏によって指摘がなされている。
「講座源氏物語の世界」第六集に所収の、「梅花の美」（三田村雅子氏）に詳しい。
·,‘
註21
註20の「梅花の美」の文言（二頁）を引用した。
註22
「評釈源氏物語』梅枝巻の「六条の院物語の構想」
(--l
＝二頁）に
詳しい。
',
〈付記〉本栢は、平成五年七月四日の岡山大学言語国語国文学会におけ
る口頭発表に手を加えたものである。
（岡山県立倉敷腎陵高校教諭）
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